
広報つべつ　2024年 2月号広報つべつ　2024年 2月号 45

幸
町
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

「
幸
町
棟
」
の
物
販
等
の
運
営
を

行
う
㈱
サ
ッ
ポ
ロ
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
ー
（
代
表
取
締
役
社
長
富
山

浩
樹
）
と
町
と
の
間
で
、
出
店
に

係
る
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

覚
書
で
は
、
以
下
に
示
す
と
お

り
、
主
に
４
つ
の
点
に
つ
い
て
相

互
に
確
認
を
し
ま
し
た
。

な
お
、
記
載
に
あ
る
甲
は
津
別

町
、
乙
は
サ
ッ
ポ
ロ
ド
ラ
ッ
グ
ス

ト
ア
ー
を
指
し
ま
す
。

・
甲
は
、
乙
に
対
し
優
先
し
て

施
設
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
と

し
、
乙
は
整
備
目
的
に
沿
っ

た
運
営
を
す
る
。

・
原
則
と
し
て
店
内
内
装
と
什

器
類
は
乙
の
負
担
と
す
る
。

・
乙
は
長
期
間
（
20
年
間
）
運
営

を
継
続
す
る
よ
う
努
め
る
。

・
利
用
料
金
は
施
設
管
理
者
が
定

め
る
。

ま
た
、
覚
書
の
有
効
期
限
に
つ

い
て
は
、
今
後
両
者
で
協
議
を
し

締
結
を
目
指
す「
包
括
連
携
協
定
」

が
取
り
交
わ
さ
れ
た
時
点
で
効
力

を
失
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
包
括
連
携
協
定
の
中

で
前
述
の
４
点
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
盛
り
込
ま
れ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
た
め
で
す
。
な
お
、
協
定

を
結
ぶ
際
は
、
㈱
サ
ッ
ポ
ロ
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
ー
で
は
な
く
、
持

ち
株
会
社
の
サ
ツ
ド
ラ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
㈱（
サ
ツ
ド
ラ
Ｈ
Ｄ
）

と
締
結
し
ま
す
。

サ
ツ
ド
ラ
Ｈ
Ｄ
で
は
、
傘
下
の

多
く
の
企
業
と
と
も
に
、
自
治
体

の
困
り
事
を
解
決
す
る
取
組
と
し

て
「
地
域
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
ビ
ジ
ネ

ス
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
企
業
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
町
の

課
題
解
決
の
た
め
、
活
か
せ
る
も

の
は
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
て
、
そ
の
た
め
の
協
定
と
な

る
よ
う
、
今
後
協
議
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
の

団
体
等
と
協
定
を
締
結
し
て
い
ま

す
。
そ
の
内
容
は
、
災
害
時
の
協

力
や
支
援
に
関
す
る
事
項
を
定
め

た
災
害
時
応
援
協
定
が
大
半
を
占

め
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
北
方
建
築
総
合

研
究
所
と
研
究
協
力
に
関
す
る
協

定
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
テ
ー
マ
を
絞
っ
た

個
別
連
携
協
定
に
該
当
し
ま
す

が
、
包
括
連
携
協
定
は
複
数
の
事

項
を
一
括
し
て
結
ぶ
も
の
で
、
内

容
が
広
範
に
渡
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
例
を
挙
げ
る
と
、
平
成
29
年

に
日
本
郵
便
㈱
（
町
内
郵
便
局
）

と
の
間
で
、
災
害
時
支
援
や
業
務

中
に
住
民
の
異
変
、
道
路
や
河
川

の
異
常
、
不
法
投
棄
を
発
見
し
た

際
の
情
報
提
供
や
、
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｃ

（
ハ
ル
ク
）
で
お
馴
染
み
の
北
海

道
大
学
大
学
院
と
の
共
同
調
査
、

研
究
、
相
互
の
研
究
機
会
の
提
供

に
関
す
る
協
定
が
締
結
さ
れ
て
い

ま
す
。

サ
ツ
ド
ラ
Ｈ
Ｄ
で
は
、
こ
れ
ま

で
10
を
超
え
る
地
方
公
共
団
体
と

連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
や
札
幌
市
を
は
じ
め
、
江

差
町
や
利
尻
町
、
近
隣
で
は
小
清

水
町
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

協
定
の
内
容
は
地
域
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。

例
え
ば
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
ー
事

業
者
と
の
連
携
と
い
う
利
点
を
活

か
し
た
内
容
と
し
て
、
住
民
の
健

康
増
進
や
子
育
て
支
援
、
災
害
時

の
生
活
物
資
の
供
給
に
関
す
る
事

項
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に

も
、
サ
ツ
ド
ラ
Ｈ
Ｄ
傘
下
の
企
業

の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン（
解
決
手
段
）

を
活
か
し
た
事
例
と
し
て
、
ま
ち

づ
く
り
な
ど
地
域
振
興
、
産
業
振

興
に
つ
い
て
、
地
域
振
興
を
担
う

人
材
育
成
、
教
育
支
援
、
イ
ベ
ン

ト
へ
の
協
力
、
行
政
事
務
の
効
率

化
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
事
例

を
参
考
と
し
な
が
ら
、
ど
ん
な
支

援
や
協
力
が
必
要
な
の
か
を
検
討

し
、
サ
ツ
ド
ラ
Ｈ
Ｄ
か
ら
も
出
来

得
る
自
治
体
の
困
り
事
の
解
決
手

段
を
提
示
し
て
も
ら
い
、
協
議
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

協
定
の
締
結
時
期
と
し
て
は
、

店
舗
が
オ
ー
プ
ン
（
11
月
頃
を
予

定
）
す
る
頃
を
目
処
と
し
て
い
ま

す
が
、
協
議
が
整
い
次
第
締
結
す

る
考
え
で
す
。

協
定
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
広
報
紙
な
ど
を
通
じ
て
、
情

報
共
有
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご

意
見
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
下
記
の

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
や
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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まちなか
再生事業

の
取り組み

サ
ツ
ド
ラ
と
覚
書
を
締
結

包
括
連
携
協
定
と
は

サ
ツ
ド
ラ
と
の

包
括
連
携
協
定
は

ど
ん
な
内
容
に
？

これまでの議論経過や配付資料、Ｑ＆Ａ等については下記に掲載しています。

津別町ホームページ内【まちなか再生事業】ページ

https://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp/choseijoho/chihososei/2/index.html

《事業に対する問い合わせや疑問、出張説明のご依頼などを随時受付しています》
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSc14naEOJ3vMigL4_
sYC5xAFnt0-qk6JT40tAdlA-GCPtwMjQ/viewform?pli=1 二次元

コード

詳しくは……　まちなか再生事業　　  検索　

◀二次元コードが読
み込める機器をご使
用の場合は、ここか
らもアクセス可能です

まる太くんが津別町を守る
一日警察署長委嘱状交付式

　１月１０日、１１０番の日に伴いまる太くんが一日
警察署長として美幌警察署で委嘱状を受けました。
　その後、ウッドリームの前で啓発活動を行い、施設
を訪れた方に啓発グッズの配付や記念撮影などで、町
民の安全・安心を願いました。

青空の下、氷上を楽しく滑る

防火・防災への使命感を胸に

第 47 回スケートイベントを開催

令和６年消防出初式

　１月２０日、冬季町民スポーツ「スケートイベント」
が開催され、子どもから大人まで多くの町民が参加し
ました。ソチ五輪日本代表の藤村祥子さん（美幌町）
のスケートレッスンの他、個人記録会やチーム対抗リ
レーを参加者全員で楽しみました。

　１月５日、津別消防署と津別消防団による令和６年
消防出初式が挙行されました。式では、消防団員が消
防庁舎前を分列行進し、火事や災害から地域を守る決
意を新たにしました。その後、功労者や永年勤続者に
対する表彰状の伝達式が執り行われました。

町の教育に貢献
津別町教育委員会顕彰の授与式

　１月１８日、昭和５９年から体育指導委員（現スポー
ツ推進委員）として３９年間、町のスポーツ振興に尽
力した長野三恵子さんと、社会教育委員として１６年間、
町の生涯学習の振興に尽力された木内邦彦さんに教育
長より感謝状が贈呈されました。

▶
左
が
近
野
教
育
長
。
右
が
長
野
三
恵
子
さ
ん

問い合わせ先 企画係　14 番窓口　☎ 77－8374　
e-mail：toukei@town.tsubetsu.hokkaido.jp




